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・以下の機材があることをご確認ください。

必要な機材

・PC ・USB LANアダプタ ・LANケーブル ・KES IoT Logic

Chrome をインストールしておいてください。

PCにLANポートがある場合はアダプタは不要ですが

IP設定を固定し切替ながらセットアップするため、

専用に1つあると便利です。

Wi-Fi、またはモバイル経由でインターネットに

アクセスできるようにしてください。

・サイボウズ アカウント
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KES IoT Logic セットアップの流れ

概要

生産設備や産業機械で接続するネットワークでは、固定IPで行うことが一般的です。（DHCPは使われてない）

KES IoT Logic（以降GW）は、出荷初期設定のIPアドレスが「192.168.253.253」になっています。

ですので、セットアップの流れとしては、、

③．現場のネットワークへ接続します。

①．LANケーブルで直結して、

クラウドへ接続するためのモバイル側の設定、

FAへ接続するための有線LANの設定を行います。

④．PLCからの収集設定を行います。

FAネットワーク

②．クラウドへの接続を確認します。

⑤．実運用。
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KES IoT Logic セットアップの流れ

概要

今回のハンズオンの目標は、

① GW の設定を行い、クラウドへデータ送信できることを確認する

です。

③．現場のネットワークへ接続します。

①．LANケーブルで直結して、

クラウドへ接続するためのモバイル側の設定、

FAへ接続するための有線LANの設定を行います。

④．PLCからの収集設定を行います。

FAネットワーク

②．クラウドへの接続を確認します。

⑤．実運用。
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GW と PC 接続の流れ

http://192.168.253.253

初期出荷設定の GW に接続できる環境を用意します。

セットアップPCの IPアドレス を GW の初期IPアドレス「192.168.253.253」に被らないアドレスにします。

①-1．ネットワーク設定より

「192.168.253.xx」に設定。

①-2．KES IoT Logic とLAN

ケーブルにて直結します。

①-3．KES IoT Logic にブラウザ

Google Chrome でアクセスします。

GWのIPは現場の機器と被らないアドレスにします。

また、PCも現場のネットワークに接続する場合、同じく

被らないアドレスに設定します。



概要
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クラウド設定の流れ

http://192.168.253.253

GW の設定と合わせてクラウド側の設定やデータアップの確認を行います。

ですので、
2系統のネットワーク（GWと接続したネットワークとインターネットへ接続できるネットワーク）へ接続してください。

この際、ネットワークアドレス部が被らないようにする必要があります。ご注意ください。

クラウドポータル

WiFi



事前準備



PC から GW 設定を行うための事前準備
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クリック
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右クリックしプロパティを開く

ネットワーク接続から直接、この画面に来ない場合は、
コントロールパネル -> ネットワークと共有センター -> アダプタの設定の変更
と進んでください
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① 選択

② 開く
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① 固定IPをセット

② 閉じる

GWと被らない設定にし
てください
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GWとLANケーブルで接続します。

LANポートが2個口以上ある場合、ネットワーク接続にて設定したLANポートと接続してください。

直結でもIPを割り当てるのは、Wi-Fiやモバイル回線のネットワーク接続と共存させルーティングを明確にするためです。
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GWに電源を入れます。

GW が起動し、ブラウザアクセス可能になるまで、１、２分程度 かかります。
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192.168.253.253 で開く
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ユーザー名「admin」
パスワード「12345678」
でログイン
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ログインできれば、PCとGWのネットワー
ク設定は問題ありません

GW 設定を行うための事前準備は完了です



サイボウズ の 準備
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Kintone と GW の関係性

Kintone を利用するにあたり、Kintone の構成と GW の設定を理解しましょう。

初期設定

Kintone

HTTPにて
Kintone REST API
により送信する

POST
レコードの登録
PLCデータ(JSON)

Kintone内の各アプリレコードの一覧

リスト表示

レコード詳細

GWよりPOSTされ
たJSONデータ

GWのJSONデータを、スクリプト等に
より、分解、加工、各項へセットする
必要があります
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https://(サブドメイン名).cybozu.com/k/

予めサイボウズより割り当てられた
URLでアクセス
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ご自身のメールアドレス、パスワードで
ログイン
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クリック

アプリを追加します
今回のハンズオンでは 製造業工程進捗管理アプリに
て説明します

送信方法は、Kintone REST API の共通仕様のレコー
ド登録を利用しますので、どのアプリであっても使
い方は同じです
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下へスクロール
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クリック
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下へスクロール
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クリック
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クリック
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クリック



製造業工程進捗管理アプリが追加されました
続けて設定を行っていきます
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クリック
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① 製造業工程新緑管理の ID をコピーして
メモ帳などに控えておきます

② Homeに戻ります
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クリック



35

クリック
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クリック
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APIトークン をコピーして
メモ帳などに控えておきます
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① チェックを入れます

② 保存します
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クリック
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文字列(1行)をドラッグ＆ドロップ
して、工程進捗管理に追加します
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クリック
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下へスクロール
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クリック
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① data と書き換えます

② 保存します

③ 保存します
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クリック
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クリック
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これでKintoneの設定は完了です



GW のクラウド設定



GW のクラウド設定
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概要

GW の設定は Kintone REST API に沿うよう HTTP Request（cURLコマンドのパラメータ）を設定します。

Kintone REST API と JSON フィールド形式に従ってデータが送信されます。

Kintone

コマンドパラメータ
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任意の新しいパスワードを
設定し、保存します
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挿入しているSIMに
合わせて設定します

下へスクロールし次へボタン
をクリックします

今回は モバイル回線
利用を元に説明しま
す
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汎用(cURL利用)を選択します
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-X POST
-H content-type:application/json
-H X-Cybozu-API-Token:**********
https://(サブドメイン名).cybozu.com/k/v1/record.json
と入力します

-X POST はPOSTメッセージで送信するという指定です
-H content-type:application/json はHTTPヘッダーへMIME タイプを指定しています
-H X-Cybozu-API-Token はKintoneアプリのアクセストークンを指定しています
https://****.cybozu.com/k/v1/record.json はKintone REST API のレコード登録を表
しています(詳しくは https://developer.cybozu.io/hc/ja/articles/202166160#step1 を参照)

X-Cybozu-API-Token:********** には先に
メモ帳に残した APIトークン をセットしま
す
ポイント:スペースを空けずにセットしてください

サブドメイン名は、サイボウズに登録したさ
い発行された、貴社のサブドメインを使用し
てください
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{
“app”:5,
"record":
{

"data":
{

"type": "SINGLE_LINE_TEXT",
"value": "{{[ESCAPE_DQ]logic_data}}"

}
}

}
と入力してください

-dコマンドパラメータはPOSTメッセージのデータ部を指定する入力部です

“data” は フォーム の フィールドコードで
セットしたシンボルを表しています
ここは一致するように指定ください

”app”:ｘ,には、先にメモ帳に控えた製造業
工程進捗管理のIDをセットします
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{{logic_data}} は予約語で、PLC収集データを指します
[ESCAPE_DQ] は予約語で、データ内の ” などをエスケープする記述子になります

下へスクロールし次へボタン
をクリックします
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下へスクロールし次へボタン
をクリックします
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保存します
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クリック
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再起動するのでしばらく待ちます



GW のKintone設定
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これで、GWにkintoneへ送信する設定が完了しました。

Kintone

コマンドパラメータ



データ送信の確認



上位側の接続確認
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クリック
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クリック

入力

モバイル回線が接続できているかを確認する
ため、公知のグローバルIPに対してPINGを送
信します
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Successと表示されれば、モバイル
回線は接続できています



クラウドへの送信確認
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クリック

次に Kintoneに対して疑似データ
を送信します
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Successと表示されれば、HTTPの
疑似データ送信は成功です

下へスクロール
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クリック
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cURLコマンドの出力
が表示されます

下へスクロール
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{“id”:”xx”,”revision”:”1”}
と表示されていれば、
Kintoneにデータは送信され
ています
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接続確認にて次の表示が出た場合、初期設定-クラウド

設定-cURL設定 が正しくない場合があります。

クラウドへの送信確認

APIトークンのコピーミスがあったさい表示
されます

Kintone の設定と
GWの cURLコマンドパラメータ、
-dコマンドパラメータ
の内容が一致しているか確認してください

GWの cURLコマンドパラメータの
送信先がKintoneになっていません

内容が正しいか確認してください



クラウドにてデータの受信確認
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受信できた場合、レコードが追加されます

表示されていない場合、ブラウザをリロード(F5)してください

クリック
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疑似データが確認できます

下へスクロール
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文字列(1行)のJSONデータの分解、加工を行い、各項
目への展開するには、KintoneにてWebhookを活用し
他クラウドにてスクリプトを作成、実施することによ
り可能です



データ送信の確認
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これで、GWからKintoneへデータが送信できていることが確認できました。

Kintone
JSON文字列
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ⓒKanazawa Engineering Systems Inc.

お疲れさまでした！
これでクラウド接続編は完了です！

次は、デバイス設定編へ！
お楽しみに！


